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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第42期

第２四半期累計期間
第43期

第２四半期累計期間
第42期

会計期間
自平成25年４月１日
至平成25年９月30日

自平成26年４月１日
至平成26年９月30日

自平成25年４月１日
至平成26年３月31日

売上高 （千円） 12,002,938 11,631,891 24,472,530

経常利益 （千円） 1,114,810 973,940 2,230,768

四半期（当期）純利益 （千円） 665,195 605,301 1,287,496

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 8,500,550 8,500,550 8,500,550

発行済株式総数 （株） 14,848,200 14,848,200 14,848,200

純資産額 （千円） 31,255,771 30,084,030 31,589,103

総資産額 （千円） 37,203,147 38,939,534 37,471,491

１株当たり四半期（当期）純利益金

額
（円） 44.83 40.79 86.77

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） 20.00 20.00 40.00

自己資本比率 （％） 84.0 77.3 84.3

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 452,825 1,153,120 1,401,251

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） 358,312 △218,054 559,049

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △297,264 △298,383 △594,191

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高
（千円） 15,936,829 17,425,747 16,789,064

 

回次
第42期

第２四半期会計期間
第43期

第２四半期会計期間

会計期間
自平成25年７月１日
至平成25年９月30日

自平成26年７月１日
至平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 24.37 28.28

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関係会社がないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等

のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

（１）業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国の経済は、消費税率引き上げや円安の進行に伴う物価上昇による個人消

費の低迷が続いたものの、企業収益の改善と高水準の公共投資に支えられ、緩やかに回復いたしました。企業の

投資意欲は高い一方で、輸出や生産は弱めの動きとなっており、景気回復のペースは緩慢なものとなっておりま

す。

情報通信業界では、最先端のICTが、スマートエネルギー、スマートモビリティ、ヘルスケア等様々な分野で

イノベーションを促進しており、企業はこうした次世代サービスへのIT投資を拡大させております。また、通信

事業者は、スマートデバイスやクラウドサービスの普及に伴うネットワークトラフィックの増加への対応やICT

基盤の高度化に向けた設備投資を進めております。一方で、ソフトウェア開発事業における短納期化や低コスト

化の要求は、引き続き強さを増しており、これら市場の変化にいかに対応していくかが課題となっております。

このような事業環境の中で、当社は、投資の拡大が顕在化しているオープンシステム分野へ積極的に展開し、

受注拡大に努めてまいりました。また、リスクマネジメントの定着に取り組み、不採算案件発生の抑止に努めて

まいりました。しかしながら、開発の初期段階にあるシステム開発案件が多かったこと、及び通信分野の一部の

案件で開発開始時期に遅延があったこと等から、要員稼働率が想定を下回りました。

以上の結果、売上高は11,631百万円（前年同期比3.1％減）、営業利益は925百万円（前年同期比12.7％減）、

経常利益は973百万円（前年同期比12.6％減）、四半期純利益は605百万円（前年同期比9.0％減）となりまし

た。

 

次にセグメント別の概況をご報告いたします。なお、文中における金額につきましては、セグメント間の内部

振替前の数値によっております。

①ソフトウェア開発関連事業

イ）ノードシステム

次世代ネットワーク（NGN）関連の売り上げが減少いたしました。

この結果、売上高は1,797百万円（前年同期比13.9％減）となりました。

ロ）モバイルネットワークシステム

携帯端末関連及び第３世代移動体通信システム関連の売り上げは減少いたしましたが、第４世代移動体通

信システム関連の売り上げが増加いたしました。

この結果、売上高は1,850百万円（前年同期比2.6％増）となりました。

ハ）ネットワークマネジメントシステム

固定網インフラ関連及びモバイル網インフラ関連の売り上げがともに減少いたしました。

この結果、売上高は3,190百万円（前年同期比21.5％減）となりました。

ニ）オープンシステム

金融業向けシステム関連及びインターネットビジネス関連の売り上げが増加いたしました。

この結果、売上高は3,908百万円（前年同期比27.7％増）となりました。

ホ）組み込みシステム

車載システム関連及び情報家電関連の売り上げが減少いたしました。

この結果、売上高は630百万円（前年同期比6.3％減）となりました。

②その他

フィールドサービス関連及びシステムインテグレーション関連の売り上げが減少いたしました。

この結果、売上高は253百万円（前年同期比18.6％減）となりました。
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（２）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前事業年度末に比べ

636百万円増加し、17,425百万円となりました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況及び主な増減要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は1,153百万円（前年同期比154.7％増）となりました。

これは主に、税引前四半期純利益974百万円（前年同期比12.6％減）、売上債権の減少461百万円（前年同期

比126.9％増）があった一方、法人税等の支払額505百万円（前年同期比9.9％減）があったことによるもので

あります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は218百万円（前年同期は358百万円の獲得）となりました。

これは主に、有価証券及び投資有価証券の売却及び償還による収入800百万円（前年同期は9百万円）があっ

た一方、定期預金の預入による支出500百万円及び有価証券の取得による支出500百万円（前年同期はともに

零）があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は298百万円（前年同期比0.4％増）となりました。

これは主に、配当金の支払298百万円（前年同期比0.5％増）によるものであります。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

当社は、強みである基幹系通信システム分野の開発で得られた経験とノウハウをもとに、先進の通信技術に関

する研究及びそれらを利用した製品の研究開発に取り組んでおります。当社では、このための専門組織として、

経営企画本部の配下に第一技術推進部と第二技術推進部を設置し、産学官による共同研究を含めて精力的な活動

を推進しております。

当第２四半期累計期間は、主に以下のテーマについて研究開発活動を進めております。

①オープンソースソフトウェア応用システムに関する研究開発

②情報家電ネットワークに関する研究開発

③スマートデバイスの利活用に関する研究開発

 

当第２四半期累計期間における研究開発活動の金額は48百万円（前年同期比34.6％減）であり、主な活動内容

は次のとおりであります。これらはすべて新たなビジネスの創出のための活動であり、「その他の事業」に関連

して行っております。

①オープンソースソフトウェア応用システムに関する研究開発

授業で多数のパソコンを利用する教育機関において、運用管理者の負担を軽減するシステムの研究開発を推

進いたしました。

既に製品化しているネットブートシステム「V-Boot」（ブイブート）について、起動時間の高速化、多様な

周辺機器への対応、新たな起動方式の調査等を進めました。授業支援ソフト「V-Class」（ブイクラス）につ

いては、新OSへの対応を実施いたしました。

 

②情報家電ネットワークに関する研究開発

写真や音楽、動画等のデジタルコンテンツを、ホームネットワーク内で相互利用するための仕様であるDLNA

（注）ガイドラインに着目し、以下の研究開発を推進いたしました。

イ）DLNAを活用した応用ソフトウェア

宅内外に存在する様々なデジタルコンテンツに対して、その保存先や種類をユーザが意識せずに再生・利

用するために、クラウドサービスとのシームレスな連携の実現や、宅外から宅内のデジタルコンテンツを再

生する新たな規格への対応等の研究開発を進めました。

ロ）最新のDLNAガイドラインへの対応

「alpha Media Link SDK」の採用機器拡大に向け、最新のDLNAガイドラインで新たに規定された新機能に

ついての研究開発を進めました。
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ハ）DLNAの利用シーン拡大

スマートフォンやAV機器にとどまらずDLNAの利用シーン拡大のため、搭載可能な機器やOS、プラット

フォームの拡充を前提に、よりセキュアなコンテンツ保護の仕組みや高品位なコンテンツを扱えるよう研究

を進めました。

 

③スマートデバイスの利活用に関する研究開発

Wi-Fi経由でのスマートフォンやタブレットへのコンテンツ配信と、その家庭利用や企業利用に関する研究開

発を推進いたしました。企業が店舗等で独自サービスを展開するためのサービス基盤となるソリューションの

構築を進めました。

 

（注）Digital Living Network Alliance。音楽や動画を取り扱うデジタル機器間の相互接続仕様を策定する標準

化団体。

 

（５）資本の財源及び資金の流動性についての分析

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物は、「３[財政状態、経営成績及びキャッシュ・フロー

の状況の分析]（２）キャッシュ・フローの状況」に記載のとおり、前事業年度末に比べ636百万円増加し、

17,425百万円となりました。

将来の事業活動に必要な運転資金及び設備投資資金につきましては、内部資金で手当てできると考えておりま

す。

資金の運用につきましては、資金の流動性確保を第一とし、一部について、信用リスク、金利等を考慮し、元

本割れの可能性が極めて低いと判断した金融商品で運用しております。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成26年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年11月12日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 14,848,200 14,848,200
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は100

株であります。

計 14,848,200 14,848,200 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年７月１日～

平成26年９月30日
－ 14,848,200 － 8,500,550 － 8,647,050
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（６）【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

石川　義昭 東京都町田市 4,802 32.34

アルファシステムズ従業員持株会 神奈川県川崎市中原区上小田中６-６-１ 1,152 7.75

株式会社オルビック 神奈川県川崎市中原区上小田中７-14-５ 895 6.03

みずほ信託銀行株式会社　退職給付
信託　富士通口　再信託受託者　
資産管理サービス信託銀行株式会社

東京都中央区晴海１-８-12晴海アイランド
トリトンスクエア　オフィスタワーZ棟

795 5.36

日本マスタートラスト信託銀行株式
会社（信託口）

東京都港区浜松町２-11-３ 642 4.32

株式会社シー・アール・シー 東京都町田市成瀬台３-31-12 523 3.52

日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１-８-11 484 3.26

石川　有子 東京都町田市 396 2.66

CGML PB CLIENT ACCOUNT /
COLLATERAL
（常任代理人　シティバンク銀行
株式会社）

CITIGROUP CENTRE, CANADA SQUARE, CANARY
WHARF, LONDON E14 5LB
（東京都新宿区新宿６-27-30）

363 2.44

ステート　ストリート　バンク　
アンド　トラスト　カンパニー
（常任代理人　株式会社みずほ銀行
決済営業部）

P.O.BOX 351 BOSTON MASSACHUSETTS
02101 U.S.A.
（東京都中央区月島４-16-13）

289 1.94

計 － 10,346 69.68

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　10,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　14,713,700 147,137 －

単元未満株式 普通株式　　 124,100 － －

発行済株式総数 14,848,200 － －

総株主の議決権 － 147,137 －

（注）「単元未満株式」の「株式数」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が72株含まれております。
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②【自己株式等】

平成26年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社アルファシステ

ムズ

神奈川県川崎市中

原区上小田中六丁

目６番１号

10,400 － 10,400 0.07

計 － 10,400 － 10,400 0.07

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成26年７月１日から平成26

年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 14,637,624 15,774,279

売掛金 6,230,248 5,768,976

有価証券 1,451,440 1,951,468

仕掛品 16,418 148,777

その他 1,488,071 2,099,163

流動資産合計 23,823,803 25,742,665

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 4,977,236 4,869,654

土地 4,756,706 4,756,706

その他（純額） 204,909 180,836

有形固定資産合計 9,938,852 9,807,197

無形固定資産 26,345 24,807

投資その他の資産   

投資有価証券 2,450,322 1,653,373

その他 1,233,167 1,712,489

貸倒引当金 △1,000 △1,000

投資その他の資産合計 3,682,489 3,364,863

固定資産合計 13,647,687 13,196,868

資産合計 37,471,491 38,939,534

負債の部   

流動負債   

買掛金 395,513 413,288

短期借入金 500,000 500,000

未払法人税等 547,488 483,781

賞与引当金 801,938 1,020,181

役員賞与引当金 － 47,500

その他 2,227,882 2,187,257

流動負債合計 4,472,822 4,652,008

固定負債   

退職給付引当金 1,148,765 3,946,924

その他 260,800 256,570

固定負債合計 1,409,565 4,203,495

負債合計 5,882,388 8,855,503

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,500,550 8,500,550

資本剰余金 8,647,050 8,647,050

利益剰余金 14,450,555 12,943,876

自己株式 △19,475 △19,833

株主資本合計 31,578,680 30,071,643

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 10,422 12,387

評価・換算差額等合計 10,422 12,387

純資産合計 31,589,103 30,084,030

負債純資産合計 37,471,491 38,939,534
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

売上高 12,002,938 11,631,891

売上原価 9,190,512 9,047,294

売上総利益 2,812,425 2,584,596

販売費及び一般管理費 ※ 1,752,576 ※ 1,659,278

営業利益 1,059,849 925,317

営業外収益   

受取利息 38,448 34,576

受取配当金 675 875

受取賃貸料 21,540 19,495

その他 5,458 4,072

営業外収益合計 66,121 59,018

営業外費用   

支払利息 1,716 1,636

賃貸収入原価 9,444 8,759

営業外費用合計 11,160 10,396

経常利益 1,114,810 973,940

特別利益   

固定資産売却益 － 233

投資有価証券売却益 6,600 －

特別利益合計 6,600 233

特別損失   

固定資産除却損 132 －

減損損失 7,051 －

特別損失合計 7,184 －

税引前四半期純利益 1,114,226 974,174

法人税、住民税及び事業税 505,194 440,511

法人税等調整額 △56,164 △71,637

法人税等合計 449,030 368,873

四半期純利益 665,195 605,301
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 1,114,226 974,174

減価償却費 149,638 140,947

減損損失 7,051 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,200 －

賞与引当金の増減額（△は減少） 308,836 218,243

受注損失引当金の増減額（△は減少） △59,886 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △64,647 △20,506

受取利息及び受取配当金 △39,123 △35,451

支払利息 1,716 1,636

投資有価証券売却損益（△は益） △6,600 －

売上債権の増減額（△は増加） 203,315 461,271

たな卸資産の増減額（△は増加） △71,006 △132,359

仕入債務の増減額（△は減少） △270,184 17,774

その他 △292,603 △4,633

小計 979,532 1,621,097

利息及び配当金の受取額 35,808 37,264

利息の支払額 △1,342 △1,278

法人税等の支払額 △561,173 △505,815

法人税等の還付額 － 1,852

営業活動によるキャッシュ・フロー 452,825 1,153,120

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 － △500,000

定期預金の払戻による収入 300,000 －

有形固定資産の取得による支出 △1,467 △11,948

無形固定資産の取得による支出 － △5,556

有価証券の取得による支出 － △500,000

有価証券及び投資有価証券の売却及び償還による

収入
9,200 800,000

その他 50,579 △550

投資活動によるキャッシュ・フロー 358,312 △218,054

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △635 △358

配当金の支払額 △296,628 △298,024

財務活動によるキャッシュ・フロー △297,264 △298,383

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 513,873 636,682

現金及び現金同等物の期首残高 15,422,955 16,789,064

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 15,936,829 ※ 17,425,747
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下、「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以

下、「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げ

られた定めについて第１四半期会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更しております。また、割引率の決定方法を従業

員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金

額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、第１四半

期会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減して

おります。

この結果、第１四半期会計期間の期首の退職給付引当金が2,818,666千円増加し、利益剰余金が1,815,220千円

減少しております。また、当第２四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益はそれぞれ

164,800千円減少しております。

 

（四半期損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期累計期間
（自 平成25年４月１日

　　至 平成25年９月30日）

　当第２四半期累計期間
（自 平成26年４月１日

　　至 平成26年９月30日）

給料及び手当 742,362千円 748,865千円

賞与 52,913 52,037

賞与引当金繰入額 139,949 130,216

役員賞与引当金繰入額 53,000 47,500

減価償却費 16,791 15,465

研究開発費 74,400 48,691

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

 
前第２四半期累計期間

（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

現金及び預金勘定 13,785,438千円 15,774,279千円

有価証券勘定 1,451,390 1,951,468

取得日から３か月以内に償還期限の

到来する短期投資（その他勘定）
1,000,000 1,500,000

預入期間が３か月を超える定期預金 － △1,000,000

償還期間が３か月を超える債券 △300,000 △800,000

現金及び現金同等物 15,936,829 17,425,747
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月10日
取締役会

普通株式 296,776 20 平成25年３月31日 平成25年６月11日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年11月５日
取締役会

普通株式 296,767 20 平成25年９月30日 平成25年12月９日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月８日
取締役会

普通株式 296,758 20 平成26年３月31日 平成26年６月10日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年11月10日
取締役会

普通株式 296,754 20 平成26年９月30日 平成26年12月８日 利益剰余金

 

３．株主資本の金額の著しい変動

第１四半期会計期間より、退職給付に関する会計基準等の適用をしております。これにより、第１四

半期会計期間の期首の利益剰余金が1,815,220千円減少しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
その他

（注１）
合計

調整額

（注２）

四半期損益

計算書計上額

（注３） 
ソフトウェア

開発関連事業

売上高      

外部顧客への売上高 11,691,552 311,385 12,002,938 － 12,002,938

セグメント間の内部

売上高又は振替高
1,392 △1,392 － － －

計 11,692,944 309,993 12,002,938 － 12,002,938

セグメント利益 1,046,492 22,008 1,068,500 △8,651 1,059,849

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、製品販売事

業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△8,651千円は、各報告セグメントに配分していない人件費であ

ります。

３．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
その他

（注１）
合計

調整額

（注２）

四半期損益

計算書計上額

（注３） 
ソフトウェア

開発関連事業

売上高      

外部顧客への売上高 11,378,528 253,363 11,631,891 － 11,631,891

セグメント間の内部

売上高又は振替高
△3,412 3,412 － － －

計 11,375,115 256,775 11,631,891 － 11,631,891

セグメント利益 904,859 21,821 926,681 △1,363 925,317

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、製品販売事

業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△1,363千円は、各報告セグメントに配分していない人件費であ

ります。

３．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（退職給付に関する会計基準等の適用）

（会計方針の変更）に記載のとおり、第１四半期会計期間より、退職給付に関する会計基準等の

適用をしております。

この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第２四半期累計期間のセグメント利益は、

それぞれ「ソフトウェア開発関連事業」で161,439千円減少し、「その他」で3,360千円減少してお

ります。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間

（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 44円83銭 40円79銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 665,195 605,301

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 665,195 605,301

普通株式の期中平均株式数（千株） 14,838 14,837

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

平成26年11月10日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）配当金の総額……………………………………296,754千円

（ロ）１株当たりの金額………………………………20円

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日………平成26年12月８日

（注）平成26年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年11月７日

株式会社アルファシステムズ

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 坂田　純孝　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 吉川　高史　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アル

ファシステムズの平成26年４月１日から平成27年３月31日までの第43期事業年度の第２四半期会計期間（平成26年７月１

日から平成26年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期財

務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アルファシステムズの平成26年９月30日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保

管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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